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国立国会図書館とは？

国会に属する唯一の図書館

東京本館、関西館、国際子ども図書館の3つの施設が
一体となってその役割を果たす。

職員：館長、副館長を含む職員の定員は891名（平成
31年4月現在）で、一般の職員は、公開の試験（国立
国会図書館職員採用試験）によって採用。

平成31年度の当初予算：約186億円（工事関係経費を
除く）。このうち資料に関わる経費は約24億円。



3つの施設が一体となって役割を果たす

②関西館
主要な日本語図書・雑誌・新聞、
アジア関係資料、外国雑誌、
博士論文、科学技術資料 など

③国際子ども図書館
（上野公園）
児童書、教科書 など

①東京本館（永田町）
・国内の出版物
(すべて収集)
・外国図書 など



国立国会図書館関西館のアジア関係資料

• 関西館では、アジア関係資料（アジア言語資料、アジアに関
する日本語・欧文資料）を収集・提供

• アジア言語資料の蔵書数（2019.3現在）

図書：約46万冊

雑誌：約8,300タイトル

新聞：約640タイトル

• 中国語図書は全体の約3/4を占める。
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新聞、雑誌、年鑑類のバックナンバーや
叢書類を多く所蔵しているのが特徴

中国語：約

３６万冊

朝鮮語：約5

万冊

その他アジア諸言語：約4.6万
冊

アジア言語の図書冊数



国立国会図書館関西館の中国語資料

• 中国大陸（香港、マカオを含む）、台湾発行ともに所蔵

• 図書：362,281冊（人文科学分野が多いが近年は社会科学を重視）。
統計、地方史・誌、辞書類。うち約15万冊は上海新華書店旧蔵書コレ
クション。

• 雑誌・年鑑類等：4,439タイトル（継続受入2,019タイトル）。白書、
各地域や産業別の統計、会社情報、産業別年鑑、学術雑誌等。

• 新聞：373タイトル（継続受入78タイトル）全国紙、各省・直轄市レ
ベルの地方紙あり

• 電子資料：CNKI（CAJ、CCND。全分野契約）、人民日報オンライン
など

＊漢籍等、法令・議会資料、地図は東京本館、児童書は国際子ども図書館に所蔵。
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目的

「アジア情報の収集・提供に関す
るスキル向上を図るとともに、ア
ジア情報関係機関間の連携を図る
こと」

∴ 2つの目的が。



「アジア情報の収集・提供に関するスキ
ル向上を図る」

ねらいその１：スキル向上
 実習を通じてアジア情報の収集や提供に関す
るスキルに磨きをかける。

×「話を聞いて資料を持ち帰る、逐一覚える」

 日本語・中国語の情報源を使って中国（大
陸）の法令・政府情報や統計の調査を実際に行っ
てみる。



「アジア情報の収集・提供に関するスキ
ル向上を図る」

ねらいその１：スキル向上

 当日、講師によるツール紹介やアプローチを聞き、
また、受講者同士で最も効果的なアプローチを確
認。

 さらに当日課題に取り組み、定着化。

 研究者による情報入手・研究手法についての講義
も。

→スキルの向上に！



「アジア情報の収集・提供に関するスキ
ル向上を図る」

ねらいその１：スキル向上

参加者の属性が様々

大学・研究機関の研究者、大学院生、公共図書館員、
大学図書館員、マスコミ・企業の方など

→ 属性ごとに様々なアプローチがあることに気づき
(講師側も！)、より効率的・効果的な調査が可能に。

→活発な意見交換を期待しています！



「アジア情報関係機関間の連携を図る」

ねらいその２：連携・相互交流

 自己紹介

 グループ実習

 情報交換会

→ 異業種間の交流による新たな気づき・連携協力の
機会に！（アジア資料・情報を扱う者同士の横の
つながりを作っていただければ…）



実習

「中国の法令・政府情報を調べる」

「中国の統計を調べる」

「法令・政府情報」「統計」→いずれ
もその国の事情を理解するための基礎
的な情報



実習
信頼性の高い情報源への辿り方を身に着けていただきます。

「法令・政府情報」：政府や大学等による情報源

「統計」：政府・関係機関発行の統計

ウェブ情報や報道記事はたどり着きやすいが信頼性がそれほど高く
ない。→情報の根拠となる情報源（一次情報源）をいかに見つける
か。

＊中国（大陸）におけるこれらの情報源にたどり着くのは難しい。



AsiaLinksの出番！

その道しるべとなるべく作成したリンク集が「AsiaLinks」。

AsiaLinks
http://rnavi.ndl.go.jp/asia/entry/asialinks.php

紙媒体では提供しきれないリアルタイムのアジア情報をインターネット

を通じて提供することを目的として構築。

日本を除くアジア各国・地域の事情・基本情報、学術情報、ビジネス情

報の情報源となるウェブサイトへのリンクを提供。

http://rnavi.ndl.go.jp/asia/entry/asialinks.php


AsiaLinksの出番！

 収録数は約8,100サイト（2019年3月現在）

 主に2種類のリンク集

 「機関から探す」・「国・地域から探す」

国際機関、立法機関、行政機関、司法、政党、大使館、地方自治

体、図書館、博物館・美術館、大学、研究機関、学会、各種機

関・団体、書店・出版社、放送局、新聞・ニュースサイト、雑

誌、サーチエンジン、ポータルサイト

 「テーマから探す」



AsiaLinksの出番！

 収録数は約8,100サイト（2019年3月現在）

 主に2種類のリンク集

 「機関から探す」・「国・地域から探す」

 「テーマから探す」

書誌・所蔵、出版情報、雑誌記事・論文、学位論文、新聞記事、

法律、政府刊行物、ビジネス・企業情報、統計、人物、民族・歴

史・宗教、地名・地図、規格・特許、自然科学一般、芸術・文

学、言語・辞書、写真、観光



AsiaLinksの出番！



AsiaLinksの出番！



信頼性の高い情報源への辿り方

を身に着けることは、調査研究

や仕事の質の向上につながる。

この研修がそのことに資すれば

幸いです。


